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仮想オフィスを実現するイントラネットシステム

イントラネット上に情報共有や共同作業のための仮想オフィスを構築し,使いやすいインタフェースが利用できるようにする｡その結果,企

業内情報の共有や有効活用が促進でき,プロジェクト活動に必要な共同作業の効率化も図れる｡

インターネットの急激な発展に伴い,企業内情報シス

テムにWWW技術を取り入れた｢イントラネット+の構

築ニーズが高まっている｡インターネット技術を適用す

ることにより,WWWブラウザを用いた統一的なインタ

フェースで企業内の情報を共有することが可能となり,

ビジネススピードの向__Lを図ることが期待できる｡

しかし,イントラネットを実際の業務に適用するにあ

たっては,利用目的に応じた情報共有環境の構築や,使

いやすいインタフェースの構築が必要であり,企業内の

利用者が情報の関連づけや登録などを容易に行える操作

環境が求められている｡

このたび,イントラネット上に情報共有や共同作業の

ための仮想オフィス環境を構築し,グラフィカルで快適な

操作環境を実現する｢Mediaplaza(メディアプラザ)/イン

ターネットキャビネット&プロジェクト+を開発した｡

利用者は,ネットワークやサーバを意識することなく,

情報の共有や共同作業を円滑に進めることができる｡ま

た,利Hl者が作成,登録する情報はインターネット上の

表現形式であるHTML(Hypertext Mark-up Lan-

guage)フォーマットに変換することなく,そのままのフ

ァイル形式で共有できるため,情報伝達の効率化や情報

i■占用の幅を拡大することができる｡
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1.はじめに

インターネットの急激な発展に伴い,企業内情報シス

テムにWWW技術を取り入れたイントラネットの構築

ニーズが高まっている｡インターネット技術を通用する

ことにより,mブラウザを用いた統一的なインタフ

ェースで企業内の情報を共有することが可能となり,ビ

ジネススピードの向上を図ることが期待できる｡

このたび,イントラネットが簡単に利用できる仮想オ

フィス環境を備えた｢Mediaplaza/インターネットキャ

ビネット&プロジェクト+(以下,Mediaplazaと言う｡)を

開発した｡Mediaplazaは,イントラネット上に情報共有

や共同作業のための仮想オフィスを構築し,グラフィカ

ルで快適な操作環境が実現できるものである｡

ここでは,Mediaplazaの開発のねらい,特徴,および

適用業務･導入メリットについて述べる｡

2.開発のねらい

企業活動を進めるにあたって急激な市場の変化や競争

の激化に対応するため,意思決定の迅速化やビジネスサ

イクルの高速化が必要とされている｡このため,企業内

のあらゆる情報を効率的に共有できる新しい情報システ

ムとして,WWWサーバとWWWブラウザを組み合わせ

たイントラネットが大きな期待と注目を集めている｡

しかし,イントラネットを実際の業務に通用するにあ

たっては,利用目的に応じた情報共有環境の構築や,使

いやすいインタフェースの構築が必要であり,企業内の

表1Mediaplazaの動作環境

WFndow5NT書1とHFLUX*2をプラットフォームとした,代表的な

WWWサーバに対応している｡

対 象 機 種 CPU:Pentium*3 CPU:PA-RISC*4

O S WindowsNT HP一UX

WWWサーバ

プログラム

lnternet=1formationServer NETSCAPE

または,NETSCAPE COMM]NICAT10NS

COMMUNICAT10NSSER〉ER*5 SERVER

)主:略語説明ほか

CPU(CentralProcessingUnit)

OS(OperatingSystem)
*l Windows NTは,米国MicrosoftCorp.の商標である｡

*2 HP-UXは,米国Hewlett-PackardCompanyのオペレーティングシ

ステムの名称である｡

*3 Pentiumは,hte】Corp.の登録商標である｡

*4 PA一別SCは,米国Hewlett-PackardCompanyの商標である｡

*5 NETSCAPECOMMUNICAT10NSSERVERは,米国,日本およびそ

の他の国における米国Netscape Communications Corp.の商標

である｡
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利用者が容易に使いこなせる操作環境が求められている｡

そのため,イントラネットをシステム基盤として企業

内で取り扱う文書を中心としたビジュアル情報の共有

と,共同作業をやさしいインタフェースで実現すること

を目的にMediaplazaを開発した｡開発にあたっての基本

的な考え方は,(1)イントラネット上に仮想オフィス環

境を構築し,人間の操作感覚に合う,使いやすいインタ

フェースの実現,(2)利用者別の業務プロセスを明確化

し,利用できる業務内容だけが見える操作環境の実現,

(3)情報のディジタル化に追従し,企業が持つあらゆるデ

ィジタル化情報へのアクセスポイントの実現である｡

3.Mediaplazaの概要と特徴

Mediaplazaは,利用目的に合わせてWWWサーバ上

の情報を統合する｢キャビネットルーム+,複数の利用者

が共同作業を行う｢プロジェクトルーム+,およびルーム

の作成や利用者の登録などを行う｢システム管理ルーム+

の三つの仮想オフィス環境を,グラフィカルなやさしい

インタフェースで実現する｡Mediaplazaの動作環境を

表1に示す｡

3.1キャビネットルーム

キャビネットルームの画面イメージを図1に示す｡キ

ャビネットルームは,企業内の各拠点で分散管理してい

る文書を中心としたビジュアルな情報を統合管理する仮

想環境である｡情報利用者は,ネットワーク上のどの場

所で管理されている情報かを意識することなく,企業内

の情報を共有できる｡キャビネット内の情報は,棚,バ
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注:Netscape Communic∂tions Corp.のNETSCAPE NAVIGATOR*で表示した

画面である｡

*NETSCAPE NAVIGATORは,米国,日本および他の国における米国

NetscapeCommunicationsCorp.の商標である｡

図1キャビネットルームのGUl(GraphicalUserhterface)
最大8個のキャビネットを仮想的に統合でき,物理的な情報の管

王里場所を意識することなく利用できる｡
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注:NetscapeCommunicationsCorp.のNETSCAPENAVIGATORで表示した画

面である｡

図2 キャビネットのG川

棚･バインダ･インデックスで分類している情報力テゴリーを

たどることにより,必要な情報を簡単に参照できる｡

インダ,インデックスの階層化した情報カテゴリーで管

理する｡そのため,パソコン操作に不慣れな利用者でも

オフィスで文書を探すのと同じ手順で検索できる｡また

利用者自身が作成する情報は,インターネット__Lの表現

形式であるHTMLフォーマットに変換することなく,そ

のままのファイル形式で登録できる｡キャビネットの画

面イメージを図2に示す｡

3.2 プロジェクトルーム

プロジェクトルームの画面イメージを図3に示す｡プ

ロジェクトルームは,複数のメンバーが参加し,共同で

行うプロジェクト活動などを支援する共同作業環境であ

注:NetscapeCommunicationsCorp.のNETSCAPENAV】GATORで表示した画

面である｡

図3 プロジェクトルームのGUl

画面中の①ロゴ･スローガン,②ホワイトボード,③ミーティン

グ机,④道具箱,⑤キャビネットが使用できることにより,共同作

業を効率化できる｡

る｡プロジェクトルームでは,日程計画表などの掲示,

メンバー間でのコミュニケーションを行うツールの起

動,成果物を保管するキャビネットなどにより,プロジ

ェクト活動を効率的に進めることができる｡

3.3 システム管理ルーム

システム管理ルームの画面イメージを図4に示す｡シ

ステム管理ルームでは,仮想オフィス環境の生成や利用

者の登録など,Mediaplazaの運f削二必要な管理作業を行

うことができる｡

3.4 セキュリティとアクセスコントロール

企業内での情報共有では,情報の機密レベルに応じた

利用者の設定が重要である｡Mediaplazaでは,利用者を

識別するID(Identification)認証を設け,不正なアクセス

の防止や情報カテゴリー単位のきめ細かなアクセスコン

トロールを実現している｡

4.適用業務と導入メリット

4.1適用業務例

Mediaplazaの主な通用業務として,情報共有･意見交

換を主とする共同作業や情報の収集･提供を主とする情

報サービスなどが想定される｡特に,(1)各拠点に分散し

ている複数のメンバーが共同で作業を行う商品の企画･

開発業務,(2)市場調査依頼や業務委託を受けて実施結果

を報告するコンサルティングサービス,(3)企業内情報管

理として商品情報の管理や営業日報･折衝記録管理など

の情報管理業務の効率化が期待できる｡

新製品企画業務への適用例を図5に示す｡企画メンバ

ーは,プロジェクトルームのキャビネットを用いた情報

注:NetscapeCommunicationsCorp.のNETSCAPENAVIGATORで表示した画

面である｡

図4 システム管理ルームのGUl

仮想オフィスやキャビネットの作成,利用者の登録などの運用管

王里作業を効率化できる｡
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注:画面は,NetscapeCommunicaUonsCorp.のNETSCAPENAVIGATORで表示したものである｡

図5 新製品企画業務での適用例

プロジェクトルームを利用して,各メンバーは新製品企画業務に必要な情報の共有や成果物をキャビネットで管理することができ,共同作業

や意見交換を効率的に進めることができる｡一方,管理者は最新のプロジェクト進捗状況をいつでも把握することができる｡

共有により,ほかの企画メンバーの成果の活用やミーテ

ィング机による意見交換によって効率のよい企画業務が

推進できる｡管理者は,キャビネットに保管された成果

物やホワイトボードにはり付けられた口程計両表による

スケジュールの確認が行え,新製品企画の進捗状況を常

に把握することができる｡

4.2 導入メリット

(1)情報利用者の導入メリット

情報の格納場所を意識せず,ビジュアルな操作環境で

パソコンに不慣れな利用者にも簡単に利用できる｡また,

情報の登録は利用者自身が行えるので,情報活用の幅が

拡大できる｡

(2)システム管理者の導入メリット

仮想オフィス環境で,パソコンの操作環境や利用する

ツールが企業内で統一でき,イントラネットの構築や運

用管理を効率化することができる｡また,不正なアクセ

スを防止して,機密情報の安全性を確保することがで

きる｡

5.おわりに

ここでは,イントラネット上に情報共有や共同作業の

ための仮想オフィス環境を構築し,グラフィカルで快適

な操作環境を実現する"Mediaplaza''について述べた｡

今後も,発展し続けているインターネット技術を耳丈り

入れ,より快適な操作環境,利用目的に応じた仮想オフ

ィス環境を構築していく考えである｡
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